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小畑　仁教授・特別講演会

高てぜ隼東わ哀 
ま　芙　　蓉支れ　牙 

記

【日時】

平成20年9月20日㈲

12時30分～14時（受付開始12時）

【場所】

三重大学生物資源学部　217番教室

○小畑　仁先生ご講演（13時～13時45分）

〇三翠会総会（14時～）

生物資源学部　大講義室
○懇親会（16時～）

三翠小ホール

【会費】3，000円
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ー「∴∴－「∴－。一－．暑
さ
き
び
し
き
お
り
、
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
御

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
、
三
翠
化
学
会
の

総
会
を
開
催
す
る
年
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。
九
月
二
〇
日

（
土
）
午
後
、
三
翠
化
学
会
の
総

会
と
、
平
成
二
〇
年
三
月
で
定

年
退
職
さ
れ
ま
し
た
小
畑
仁
先

生
の
特
別
講
演
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

小
畑
先
生
は
、
旧
土
壌
学
・

植
物
栄
養
学
研
究
室
の
時
代
か

ら
、
学
科
改
組
を
経
て
、
生
物

資
源
学
部
長
に
い
た
る
ま
で
、

農
芸
化
学
だ
け
で
な
く
、
学
部

全
体
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
、
こ

の
た
び
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
と
懐
か
し
い
話

も
聞
け
る
か
と
楽
し
み
、
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い

を
い
た
し
ま
す
。

（
三
翠
化
学
会
副
会
長苅

田
修
一
）

小
畑
　
仁
教
授
か
ら
ご
挨
拶

三
翠
会
会
員
の
皆
様
方
に
は

お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝

察
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
三
重
大
学
で
三
十
三
年

余
の
長
き
に
わ
た
り
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
在
職
中
は

好
き
な
植
物
金
属
栄
養
の
研

究
・
教
育
を
続
け
さ
せ
て
頂
き
、

無
事
退
職
の
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
先
輩

方
に
恵
ま
れ
、
学
生
の
皆
さ
ん
、

同
僚
の
皆
さ
ん
と
心
お
き
な
く

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
心

よ
り
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
公
私
に
わ
た
り
暖
か
く

ご
支
援
賜
り
ほ
ん
と
う
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
職
後
は
時
間
に
縛
ら
れ
な

い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
楽

し
ま
せ
て
頂
く
つ
も
り
で
お
り

ま
し
た
が
、
日
々
の
農
作
業
、

地
域
の
自
治
会
活
動
、
三
重
県

農
業
研
究
所
で
の
週
一
、
二
回

の
お
手
伝
い
な
ど
、
当
初
予
定

し
て
い
た
こ
と
の
ほ
か
、
息
子

達
が
始
め
た
仕
事
の
人
手
不
足

補
嘆
に
駆
り
出
さ
れ
、
日
夜
走

り
回
っ
て
お
り
ま
す
。

後
期
に
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

枠
教
員
」
と
し
て
週
二
回
授
業

を
持
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
大
学
に
も
顔
を
出

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
時
間

的
に
は
大
学
教
員
時
代
よ
り
タ

イ
ト
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
鰹

康
を
損
ね
な
い
よ
う
気
を
つ
け

な
が
ら
な
ん
と
か
や
っ
て
お
り

ます。国
立
大
学
法
人
化
以
後
大
き

く
変
貌
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
母
校
が
ま
す
ま
す
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
長
い
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

関
東
支
部
総
会
開
催

平
成
一
七
年
一
二
旦
ハ
日

首
都
圏
に
お
け
る
教
育
、

お
よ
び
社
会
連
携
活
聖
）

と
し
て
、
三
重
大
学
東

フ
ィ
ス
の
開
所
式
が
行
な

ま
し
た
。
三
翠
化
学
会
関

都
役
員
間
で
、
平
成
一
九

に
行
な
わ
れ
る
総
会
宣

東
京
オ
フ
ィ
ス
を
使
甲
し

現
し
よ
う
と
い
う
気
雪
一
子

り
ま
し
た
。
時
も
良
し
、
農
芸

化
学
会
が
東
京
で
開
か
れ
る
と

こ
報
に
接
し
、
開
催
に
向
け
て

動
き
出
し
ま
し
た
。
以
下
当
日

こ
報
告
で
す
。

平
城
一
九
年
三
月
二
五
日
、

三
重
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
五
〇

二
号
室
に
て
藤
川
氏
（
大
2
0
）

〈
l
、
の
司
会
に
よ
り
総
会
が
始
ま
り

ま
し
た
＝

辻
野
支
部
長
（
大
日
）
よ
り
、

高
回
の
総
会
は
雪
の
中
、
今
回

い
か
N
ゾ
ル
繕
い
か
高
弟
ヽ
与
へ
村
中
仕
付
灼
鮒
粉
N
W
N
灯
油
糾
い
劫
、
ノ
、
く
ノ
、
く
ノ
、
く

第
八
回
関
西
支
部
交
流
会

関
西
支
部
は
、
平
成
一
八

年
一
〇
月
二
九
日
㈲
、
第
八

回
三
翠
化
学
会
関
西
支
部
交

流
会
を
ホ
テ
ル
ク
ラ
イ
ト
ン

新
大
阪
で
開
催
い
た
し
ま
し

た。
出
席
者
は
、
残
念
な
が
ら

目
標
と
し
て
お
り
ま
し
た
五

〇
名
を
下
回
り
、
二
七
名
の

会
員
の
参
加
で
し
た
。

（総会）関
小
田
副
支
部
長
（
大
挙

の
司
会
で
始
ま
り
、
支
部
長
（
大

望
小
林
の
挨
拶
の
後
福
田
三

翠
化
学
会
会
長
の
ご
祝
辞
を
頂

い
た
後
、
岩
尾
氏
（
大
川
）
に

議
長
を
お
願
い
し
、
会
務
報
告
、

会
計
担
当
の
堀
氏
（
大
挙
よ

り
会
費
及
び
支
部
会
員
よ
り
ご

協
力
を
得
て
い
る
協
力
費
・
本

部
よ
り
の
運
営
費
等
の
管
理
状

況
が
報
告
さ
れ
、
細
見
会
計
監

査
（
大
4
）
よ
り
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
を
得
、

皆
様
よ
り
問
題
な
し
と
の
ご
賛

同
を
得
終
了
し
ま
し
た
。

（談話会）
司
会
は
副
支
部
長
嶋
林

（
専
1
・
大
2
）
に
よ
り
会

行
し
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
農
堂

が
生
物
資
源
学
部
と
な
り
、

年
か
ら
大
学
が
大
学
院
大
逆

な
り
、
我
々
が
、
専
攻
し
た

が
何
処
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た

か
理
解
出
来
な
い
状
態
に
な

て
お
り
ま
す
。

東
京
水
産
大
学
・
東
京
大

ご
卒
業
（
農
学
博
士
）
の
天

大
学
院
生
物
資
源
学
研
究
科
斗

《
抜
固
閣
脚
蕩
讃
酬
懸
轡
膠

根
運
動
－
　
タ
イ
に
て
ケ
ン
栽

培
の
撲
滅
に
向
け
て
」
に
つ
い

て
、
ま
た
関
東
支
部
の
ブ
ロ
グ

開
設
に
つ
い
て
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
社
勤
務
の
同
窓
二
名
の
協
力

を
得
た
、
神
奈
川
工
場
見
学
会
、

三
重
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
関
連

行
事
へ
の
参
加
情
況
等
々
が
議

題
に
な
り
ま
し
た
。

会
計
報
告
の
後
、
役
員
が
新

任
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
長
辻
野

（
大
日
）
副
支
部
長
七
名
、
亀
山

（
大
1
2
）
近
藤
（
大
馨
清
水

（
大
1
4
）
　
長
島
（
大
1
5
）
市
川

（
大
1
6
）
藤
川
（
大
2
0
）
　
田
中

（
大
2
0
）
、
監
事
・
吉
田
（
大
1
2
）
。

講
演
会
は
「
独
立
法
人
化
後

の
三
重
大
学
の
現
況
」
と
題
し

て
、
三
重
大
学
大
学
院
生
物
資

源
学
研
究
科
の
奥
村
教
授
よ

り
、
少
子
高
学
歴
時
代
の
学
生

の
現
状
と
独
立
法
人
と
し
て
の

社
会
と
の
連
携
マ
ス
コ
ミ
の
風

評
被
害
の
実
情
な
ど
丁
寧
な
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
撮
影
は
東
京
オ
フ
ィ
ス

正
面
玄
関
に
て
、
参
加
者
全
員

三
十
七
名
で
行
な
わ
れ
ま
し

た。

懇
親
会
は
亀
山
副
支
部
長

（
大
望
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
岩

田
様
（
専
1
）
　
の
ス
ピ
ー
チ
、

加
藤
様
（
大
5
）
　
の
乾
杯
で
に

ぎ
や
か
な
談
笑
と
楽
し
い
お

酒
、
お
い
し
い
料
理
（
特
に
藤

川
氏
か
ら
の
差
入
れ
等
）
　
で
、

学
生
時
代
よ
り
あ
の
時
代
、
こ

の
時
代
の
お
話
が
つ
き
る
こ
と

な
く
続
き
ま
し
た
。

北
川
副
支
部
長
（
大
5
0
）
の

歌
唱
指
導
で
正
調
応
援
歌
を
全

員
で
熱
唱
、
清
水
副
支
部
長
（
大

望
の
企
業
社
会
の
現
況
報
告

を
含
め
た
閉
会
の
挨
拶
で
幕
と

な
り
ま
し
た
。
　
（
清
水
　
記
）

第
一
回
交
流
会
報
告

平
成
二
〇
年
二
月
二
四
日
関

東
沿
岸
を
襲
来
し
た
超
低
気
圧

が
も
た
ら
し
た
春
一
番
に
、
鉄

道
各
線
が
運
休
の
巳
む
無
の
事

態
も
も
の
と
も
せ
ず
、
二
十
九

名
の
参
加
を
得
て
、
支
部
会
員

の
懇
親
を
目
的
と
し
て
、
第
一

回
支
部
交
流
会
が
三
重
大
東
京

オ
フ
ィ
ス
（
船
堀
コ
ラ
ボ
産
学

館
）
五
階
セ
ミ
ナ
ー
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

長
島
さ
ん
（
大
1
5
）
　
の
司
会

で
定
刻
の
一
五
時
に
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
辻
野
支
部
長
の
挨

拶
に
続
き
、
本
日
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
　
「
白
ア
リ

の
被
害
と
そ
の
防
除
」

に
つ
き
ま
し
て
、
滝
野

卓
さ
ん
（
大
3
1
）
か
ら

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た。
バ
ィ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
エ
ン
ス
㈱
に
勤
務

さ
れ
る
演
者
は
白
ア
リ

に
関
す
る
専
門
家
と
し

て
、
つ
と
に
勇
名
を
は

せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
シ
ロ
ア
リ
っ
て
な

ん
で
す
か
？
の
分
り
や

す
い
お
話
か
ら
、
我
々

を
恐
怖
に
落
し
入
れ
る

持
家
の
被
害
に
つ
い
て
の
考
察

ま
で
有
益
な
知
識
供
与
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
遠
路
津
市
よ
り
ご

参
加
い
た
だ
い
た
マ
ジ
カ
ル
京

さ
ん
、
本
名
石
崎
京
、
昭
和
三

七
年
学
芸
学
部
卒
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
の
世
界
に
誘
な

わ
れ
ま
し
た
。
京
さ
ん
は
東
京

都
公
認
大
道
芸
人
資
格
を
お
持

ち
の
逸
材
で
驚
き
と
笑
い
が
交

錯
す
る
楽
し
い
一
時
を
創
造
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

集
合
写
真
を
撮
影
後
高
田
顕

さ
ん
（
大
日
）
　
の
ご
発
声
で
楽

し
い
、
楽
し
い
懇
親
会
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

サ
ン
ド
サ
ン
ド
社
勤
務
の
藤

川
さ
ん
（
大
2
0
）
か
ら
の
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
に
舌
つ
づ
み
を
打

ち
、
船
堀
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
調
理

の
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
は
、

ロ
ビ
ー
で
の
趣
味
の
写
真
展
も

行
な
わ
れ
、
市
川
さ
ん
（
大
1
6
）

亀
山
さ
ん
（
大
望
小
島
さ
ん

（
大
1
5
）
等
み
な
さ
ん
が
話
に
夢

中
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

中
、
再
会
を
期
し
て
、
十
八
時

の
閉
会
を
迎
え
ま
し
た
。

（
文
責
　
清
水
）

組
織
の
詳
細
は
、
三
翠
第
八

号
（
平
成
一
八
年
七
月
三
一
日

発
車
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま

す。
続
い
て
、
少
年
時
代
か
ら
農

学
部
周
辺
で
自
然
観
察
を
さ
れ

一
言
た
西
田
律
夫
氏
（
大
2
0
）

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

応
用
生
命
科
学
専
攻
教
授
に
よ

る
屋
虫
の
超
能
力
に
学
ぶ
化

学
一
と
題
し
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

自
然
界
の
不
思
議
な
お
話

で
、
時
間
が
足
り
な
く
ア
ン

コ
ー
ル
の
声
も
出
て
い
ま
す
。

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
が
何
故
緑
色

の
葉
に
産
卵
す
る
の
か
、
匂
い

と
成
分
の
追
求
、
ち
ゃ
ば
ね
ゴ

キ
ブ
リ
の
交
接
、
研
究
の
た
め

に
何
万
匹
も
の
ゴ
キ
ブ
リ
を
飼

育
し
、
殺
し
た
と
か
研
究
に
ま

つ
わ
る
苦
労
話
等
話
に
夢
中
に

な
り
ま
し
た
。

岩
佐
氏
（
大
馨
以
前
関
西

支
部
会
員
で
現
在
東
海
支
部
会

員
に
よ
る
記
念
写
真
を
撮
り
ま

した。
（懇親会）

小
川
副
支
部
長
（
大
5
0
）
の

司
会
で
、
広
島
よ
り
ご
出
席
の

里
村
氏
（
専
1
）
の
挨
拶
と
乾

杯
で
始
ま
り
、
歓
談
を
通
じ
連

携
と
情
報
交
換
を
し
、
異
業
種

間
の
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
松
中
氏
（
専
2
）
、

岩
佐
氏
、
澤
本
さ
ん
（
大
空

の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
街
道
研
究

家
の
佐
野
氏
（
専
1
）
の
注
戸

橋
の
由
来
の
話
の
後
、
同
氏
の

音
頭
で
応
援
歌
を
が
な
り
、
副

支
部
長
の
谷
中
氏
（
大
1
3
）
　
の

挨
拶
で
交
流
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
　
（
大
1
2
・
小
林
）

第
九
回
関
西
支
部
交
流
会

翌
平
成
一
九
年
九
月
九
日
㈲

に
は
、
第
九
回
三
翠
化
学
会
関

西
支
部
交
流
会
を
同
じ
く
ク
ラ

イ
ト
ン
新
大
阪

に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

談
話
会
で

は
、
三
重
大
学

大
学
院
・
梅
川

教
授
よ
り
「
大

学
の
現
状
と
展

望
」
を
、
㈱
紀

州
は
そ
か
わ
梅

の
郷
本
店
・
細

川
社
長
よ
り

「
機
能
性
梅
干

の
開
発
」
を
そ

れ
ぞ
れ
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し

た。
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